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Abstract

Purpose:

　In order to explore how mothers approach nutrition education for their children, this study aimed to reveal 

the current state of mothers’ interests and efforts toward nutrition education. Further, this study examined the 

associations of mothers’ interests and efforts toward nutrition education with their children’s food attitudes and 

eating behaviors.

Method:

　We conducted a questionnaire survey about dietary attitudes and behavior for 5th through 9th grade students 

and their mothers in all elementary and junior high schools in Sakado city, Saitama. For analysis, the children 

and mothers were matched in pairs, and Mann-Whitney’s U test and χ2 tests were performed.

Result:

　Elementary school boys whose mothers were interested in nutrition education were signif icantly more likely 

to eat staple foods, main dishes, and side dishes every day for breakfast, compared to mothers who exhibited 

less interest in nutrition education （p＜0.001）. Likewise, the girls in this group reported a signif icantly higher 

frequency of eating breakfast and better attitudes toward enjoying family meals （p＜0.05）.
　Among junior high school boys, there was no relationship between mothers’ interest in nutrition education 

and children’s dietary attitudes and behaviors. The girls whose mothers were interested in nutrition education 

were signif icantly more likely to report lower family meal frequency than the other group （p＜0.05）.
　Elementary school students （boys and girls） whose mothers made efforts for nutrition education reported a 

signif icantly higher proportion of eating three dishes for breakfast every day （p＜0.01 for boys and p＜0.05 for 

girls）, compared to the children of mothers who did not. The girls in this group were signif icantly more likely 

to eat breakfast every day （p＜0.001）, eat breakfast with their family （p＜0.01）, and chew well （p＜0.05） 
than the other group.

　Junior high school students （boys and girls） whose mothers made efforts for nutrition education were 

signif icantly more likely to eat breakfast every day （p＜0.01 for boys and p＜0.05 for girls） and have a higher 

frequency of eating breakfast with their family （p＜0.05 for boys and girls）, compared to the other group. 

The boys in this group also reported better attitudes toward the importance of eating school lunch without 

leftovers （p＜0.05）, and the girls in this group reported a higher frequency of always greeting at mealtime 

（p＜0.05）.
Discussion:

　This study suggested that mothers’ efforts for nutrition education among their children may be related to 

better dietary behavior in terms of breakfast among elementary and middle school girls.
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緒　　言

　子どもたちが健やかに成長していくためには, 適切

な運動, 調和のとれた食事, 十分な休養・ 睡眠が大切で

ある。しかし最近の子供たちをみると, 「よく体を動か

し, よく食べ, よく眠る」という成長期の子どもにとっ

て当たり前で必要不可欠である基本的な生活習慣に乱れ

が見られ, このことが学習意欲や体力, 気力の低下の要

因のひとつであることが指摘されている 1）。

　大関 2）
, 大須賀ら 3） は生活習慣の乱れが肥満, 痩身傾

向の体型と関連しており, 具体的に子どもの肥満と関連

する生活習慣として「朝食欠食」や「睡眠時間の減少」

や「よく噛んで食べない」ことをあげている。平成26年

度児童生徒の健康状態サーベイランス調査 4） によると,

「太りたくない」という理由で, 朝食を欠食する中学生

がいることが報告されている。肥満傾向児と痩身傾向児

の両方に対する具体的な対策として, 児童の適正体型の

維持は健康管理上重要であり, 生活習慣の見直しが保健

指導上重要なポイントである 3）。

　このような子どもの現状をふまえ, 平成19年より毎年

11月に内閣府をはじめとした関係省庁が子ども・若者育

成支援強調月間 5） として, 課題重要事項に「生活習慣の

見直しと家庭の支援」を設定し, 食育の推進, 生活時間

の改善等により, 子どもの生活習慣の見直しに取組むと

ともに, 家庭への支援の充実に努めること, さらには子

どもやその保護者の食に対する関心と理解が深まるよ

う食育を推進することを提唱している。また第 3 次食

育推進基本計画においては, 特に父母その他の保護者や

教育, 保育に携わる関係者等の意識の向上を図るととも

に, 相互の密接な連携の必要性が示されている 6）。この

ように子どもへ食育を推進するだけではなく, 保護者に

アプローチすることも必要である。

　保護者の食生活と子どもの健康・食生活の関連を検討

した先行研究として, 海外では保護者の食行動は子ども

の食事内容に関連していること 7, 8） や, 保護者の食行動

を改善する活動は子どもの肥満を減らすための有効な

手段である 9） との報告がある。日本人を対象とした先行

研究では, 子どもの良好な食行動や生活習慣および健康

には, 保護者の食意識が高く, 親子の会話が多いなど家

庭環境要因が関連し 10）
, 特に母親自身の食態度や食行動

が, 子どもの食行動に強く影響を及ぼしていることが報

告されている 11－14）。

　以上のことから, 小・中学生を対象とした食育には家

庭への支援も必要であり, 保護者への食育への関心と理

解を深める食育の支援が必要であると考えられる。保護

者が食育に関心があることが, 子どもの食行動に関連し

ていること 15） は先行研究で明らかになっているが, 食育

に関心がある保護者は, どのような理由から関心を持つ

ことになったのか, また子どものどのような食行動と関

連しているかについての報告は少ない。また, 保護者が

食育への関心をもつことだけではなく, 実際に何らかの

食育の取組みを家庭内でも行うことが重要ではないかと

考える。先行研究で母親の食育への取組みが子どもの食

行動と関連していること 11－14） が示されているものの, 保

護者が具体的にどのような食育の取組みをしているの

か, またそれらが子どもの食行動とどのように関連して

いるかを具体的に検討している報告は, 著者が調べた限

り少ない。

　そこで本研究では, 保護者の中でも子どもへの影響が

大きいとされる母親の食育への関心および食育の取組み

と子どもの食態度・食行動との関連を検討することとし

た。本研究の目的は, 1 点目として, 母親の食育への関

心の有無と子どもの食態度・食行動との関連を検討する

こと, 2 点目として, 母親が行っている食育の取組みと

子どもの食態度・食行動との関連を検討することである。

方　　法

（1）調査対象

　本研究は, 平成26年度に坂戸市が「埼玉県健康長寿埼

玉プロジェクト」のモデル都市として実施した, 坂戸市

食育プログラムを含む食育ならびに健康づくり事業の評

価のための質問紙 16） を二次利用し, 本研究の目的に合わ

せて再解析した。調査は平成26年12月に坂戸市内全13小

学校の小学生及び全 7 中学校の中学生と, その保護者 1

名に対し, 集合法（小学生・中学生）及び留置法（保護

者）で実施された。本研究では, そのうち小学 5 年生, 6

年生の児童とその母親 758 組, 中学 1～ 3 年生の生徒と

その母親 809 組を分析対象とした。これらの学年を調査

対象とした理由は, 小学 5・6 年生と中学生の質問紙の

質問事項が共通していたためである。

（2）倫理的配慮

　本調査については, 調査の主旨や個人情報保護につい

て記載した依頼文を担任から児童・生徒を通して保護者

へ配布し, 回答の回収をもって保護者及び児童・生徒の

調査協力について同意されたものと判断した。なお本調

査の実施については香川栄養学園倫理審査委員会（承認

番号第 339 号）の承認を得た。

（3）調査内容

 1）母親への質問紙調査

　母親の属性, 食知識, 食態度, 食行動を尋ねた質問紙

から本研究では, 属性（性別・年代）, 食態度（食育への

関心とその理由）, 食行動（食育への取組みとその理由）

の項目を用いた。

　母親の食育への関心は, 「あなたは, 日頃からお子様

の食育についての関心がありますか」という質問文に対

し, 「関心がある」「どちらかといえば関心がある」「ど

ちらでもない」「関心がない」「食育の意味が分からない」

の 5 肢から回答を求めた。食育への「関心がある」また

は「どちらかといえば関心がある」と回答した者には, さ

らに関心をもった理由について, 7 つの項目から複数回
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答で回答を求めた。

　食育への取組みは, 「あなたは, 日頃からお子様に「食

育」に関する何らかの取組みをしていますか」という質

問文に対し, 「積極的にしている」「できるだけするよう

にしている」「あまりしていない」「したいと思うが, 実

際にはしていない」「したいと思わないし, していない」

「わからない」の 6 肢から回答を求めた。食育への取組

みを「積極的にしている」「できるだけするようにして

いる」と回答した者には, さらに取組んでいる内容につ

いて, 12の項目から複数回答で求めた。

 2）小学生・中学生への質問紙調査

　小学生・中学生の属性, 健康状態, 食態度, 食行動を

たずねた質問紙から, 本研究では, 属性（性別）, 食態

度, 食行動の計 3 項目を解析に用いた。

　小学生・中学生の食態度に関する「家族との共食の楽

しさ」「学校での食事の楽しさ」の質問には「いつも楽

しい」「ときどき楽しい」「あまり楽しくない」「まった

く楽しくない」の 4 肢, 「栄養のことを考えて食事をす

ることへの重要性」と「給食を残さず食べることの重要

性」には「とても大切」「まあまあ大切」「あまり大切で

ない」「大切でない」の 4 肢から回答を求めた。

　食行動に関する「朝食の摂食頻度」についての質問に

は「週 7（毎日）回」「週 5～ 6 回」「週 3～ 4 回」「週 1

回」「週 0 回」の 5 肢から回答を求めた。朝食の食事内

容を把握するために, 「朝食にごはんはパンなどの主食

を食べていますか」「朝食に野菜やきのこなどのおかず

（副菜）を食べていますか」「朝食に卵, 納豆, 肉（ハム・

ウインナー）, 魚（しらすやシーチキン）などのおかず

（主菜）を食べていますか」の 3 つの質問をし, 「毎日食

べている」「時々食べている」「食べていない」の 3 肢

から回答を求めた。3 項目すべてについて「毎日食べて

いる」と回答した者を“毎日食べる”, それ以外の回答

が 1 つでも含まれていた場合を“それ以外”とに 2 分類

した（以下, 「朝食に主食・主菜・副菜を食べる頻度」）。

「家族との朝食の共食頻度」および「家族との夕食の共

食頻度」の質問には, 「ほぼ毎日」「週に 5～ 6 日」「週

に 3～ 4 日」「週に 1～ 2 日」「ほとんどない」の 5 肢か

ら回答を求めた。「食事をする時によく噛んでいますか」

の質問には, 「よくかんでいる」「まあまあかんでいる」

「あまりかんでいない」「ほとんどかんでいない」の 4 肢

から回答を求めた。「食事の手伝い」および「食事の挨

拶」は, 「いつもする」「ときどきする」「あまりしない」

「ほとんどしない」の 4 肢から回答を求めた。

 3）解析方法

　各項目を単純集計したのち, 母親の食育への関心およ

び食育への取組みと小学生・中学生の食態度, 食行動の

関連を以下の様に分析した。

　母親の食育への関心および食育への取組みと子ども

の食態度・食行動との関連については, 食育への関心

は, 「関心がある」と回答した者を関心高群, 「どちら

かといえば関心がある」「どちらかといえば関心がな

い」「関心がない」「食育の意味がわからない」と回答

した者を関心低・無群として, この 2 つの群と子どもの

食態度, 食行動の関連を検討した。食育への取組みで

は, 「積極的にしている」「できるだけするようにしてい

る」者を取組み有群, 「あまりしていない」「したいと思

うが, 実際にはしていない」「したいと思わないし, して

いない」「わからない」者を取組み無群とし, この 2 群

と子どもの食態度, 食行動の関連を検討した。2 群間の

食態度・食行動の比較には,「朝食に主食・主菜・副菜

を食べる頻度」 （名義尺度） はχ2 検定を, それ以外の子

どもの食態度・食行動（順序尺度） は Mann-Whitney の

U 検定を用いた。統計解析には IBM SPSS Statistics 23

（日本アイ・ビー・エム（株））を用い, 有意水準は 5 ％

とした。

結　　果

 1 . 属性

　小学生の母親の年齢は, 20 歳代が 4 名 （0.5％）, 30 歳

代が 238 名 （31.4％）, 40 歳代が 495 名 （65.3％）, 50 歳代

が 21名 （2.8％） であった。中学生の母親は, 20 歳代が 3 

名 （0.4％）, 30 歳代が 170 名 （21.0％）, 40 歳代が 580 名 

表 1　母親の食育への関心の実態と食育への関心を持った理由

男子の母親 女子の母親

小学生 中学生 小学生 中学生
n （％） n （％） n （％） n （％）

食育への関心

関心がある 154 （43.6） 183 （47.9） 182 （44.9） 192 （45.3）

それ以外 1）
199 （56.4） 199 （52.1） 223 （55.1） 232 （54.7）

食育への関心を持った理由 2） （n＝154） （n＝183） （n＝182） （n＝192）

食生活の乱れが問題になっているから 41 （27.0） 64 （35.0） 75 （41.2） 65 （33.9）

生活習慣病が問題になっているから 41 （27.0） 58 （31.7） 58 （31.9） 53 （27.6）

子どもの心と体の健康のために必要だから 137 （90.1） 170 （92.9） 172 （94.5） 169 （88.0）

食べ残しなどの食品廃棄物が問題だから 12 （ 7.9） 21 （11.5） 25 （13.7） 24 （12.5）

食に関する感謝の念が薄れているから 32 （21.1） 35 （19.1） 39 （21.4） 50 （26.0）

食の安全・安心が重要だから 70 （46.1） 81 （44.3） 90 （49.5） 76 （39.6）

その他 5 （ 3.2） 5 （ 2.7） 1 （ 0.5） 6 （ 3.1）

項目ごとに欠損値を除いて集計
 1）「どちらかといえば関心がある」, 「どちらでもない」, 「関心がない」, 「食育の意味が分からない」 と回答した者である
 2）食育への関心があると回答した者のみへの質問 （複数回答）
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（71.7％）, 50 歳代が 56 名 （6.9％） であった。

 2 . 母親の食育への関心

（1）食育への関心の実態とその理由

　母親の食育への関心の実態と食育への関心を持った

理由について表 1 に示した。小学生・中学生を合わせ

て男子を持つ母親は 735 名であった。小学生の男子を

持つ母親は 353 名で, そのうち食育に関心があると回答

した男子を持つ母親は 154 名 （43.6％）, それ以外の項目

を回答した者は 199 名 （56.4％） であった。中学生を持

表 2 - 1　母親の食育への関心と子どもの食態度・食行動との関連（小学生）

男子の母親 女子の母親

合計
関心高群
（n＝154）

関心低・無群
（n＝199）

群間差
（p 値）

合計
関心高群
（n＝182）

関心低・無群
（n＝223）

群間差
（p 値）

n （％） n （％） n （％） n （％） n （％） n （％）
【食態度】
家族との共食の楽しさ‡ いつも楽しい 226 （64.4） 102 （67.1） 124 （62.3） 0.380 291 （72.2） 140 （77.3） 151 （68.0） 0.045

ときどき楽しい 101 （28.8） 40 （26.3） 61 （30.7） 88 （21.8） 31 （17.1） 57 （25.7）
あまり楽しくない 15 （4.3） 6 （3.9） 9 （4.5） 21 （5.2） 10 （5.5） 11 （5.0）
まったく楽しくない 9 （2.6） 4 （2.6） 5 （2.5） 3 （0.7） 0 （0.0） 3 （1.4）

学校での食事の楽しさ‡ いつも楽しい 263 （74.9） 111 （73.0） 152 （76.4） 0.477 310 （76.5） 147 （80.8） 163 （73.1） 0.059

ときどき楽しい 77 （21.9） 36 （23.7） 41 （20.6） 83 （20.5） 32 （17.6） 51 （22.9）
あまり楽しくない 8 （2.3） 3 （2.0） 5 （2.5） 10 （2.5） 3 （1.6） 7 （3.1）
まったく楽しくない 3 （0.9） 2 （1.3） 1 （0.5） 2 （0.5） 0 （0.0） 2 （0.9）

栄養のことを考えて食事を
すること‡

とても大切 297 （84.4） 134 （87.0） 163 （82.3） 0.217 375 （92.8） 168 （92.8） 207 （92.8） 0.998

まあまあ大切 53 （15.1） 20 （13.0） 33 （16.7） 29 （7.2） 13 （7.2） 16 （7.2）
あまり大切でない 2 （0.6） 0 （0.0） 2 （1.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）
大切でない 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

給食を残さず食べること‡ とても大切 314 （89.0） 137 （89.0） 177 （88.9） 0.982 371 （91.6） 168 （92.3） 203 （91.0） 0.637

まあまあ大切 36 （10.2） 15 （9.7） 21 （10.6） 33 （8.1） 14 （7.7） 19 （8.5）
あまり大切でない 2 （0.6） 1 （0.6） 1 （0.5） 1 （0.2） 0 （0.0） 1 （0.4）
大切でない 1 （0.3） 1 （0.6） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

【食行動】
朝食の摂食頻度‡ 週 7 回（毎日） 328 （93.2） 147 （95.5） 181 （91.4） 0.134 369 （91.1） 173 （95.1） 196 （87.9） 0.014

週 5～ 6 回 12 （3.4） 4 （2.6） 8 （4.0） 25 （6.2） 4 （2.2） 21 （9.4）
週 3～ 4 回 5 （1.4） 1 （0.6） 4 （2.0） 7 （1.7） 4 （2.2） 3 （1.3）
週 1～ 2 回 7 （2.0） 2 （1.3） 5 （2.5） 4 （1.0） 1 （0.5） 3 （1.3）
週 0 回 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

朝食に主食・主菜・副菜を
食べる頻度†

毎日食べる 117 （33.1） 68 （44.2） 49 （24.6） ＜0.001 98 （24.1） 51 （28.0） 47 （21.1） 0.104

それ以外 236 （66.9） 86 （55.8） 150 （75.4） 307 （75.8） 131 （72.0） 176 （78.9）

朝食を家族と共食する頻度‡ ほぼ毎日 147 （42.1） 66 （43.7） 81 （40.9） 0.966 168 （42.3） 79 （44.1） 89 （40.8） 0.073

週 4～ 5 日 34 （9.7） 15 （9.9） 19 （9.6） 50 （12.6） 28 （15.6） 22 （10.1）
週 2～ 3 日 57 （16.3） 18 （11.8） 39 （19.7） 53 （13.4） 25 （14.0） 28 （12.8）
週 1 日 23 （6.6） 10 （6.6） 13 （6.6） 37 （9.3） 18 （10.1） 19 （8.7）
ほどんどない 88 （25.2） 42 （27.8） 46 （23.2） 89 （22.4） 29 （16.2） 60 （27.5）

夕食を家族と共食する頻度‡ ほぼ毎日 223 （63.5） 96 （63.2） 127 （63.8） 0.790 281 （69.7） 128 （70.7） 153 （68.9） 0.594

週 4～ 5 日 46 （13.1） 20 （13.2） 26 （13.1） 63 （15.6） 30 （16.6） 33 （14.9）
週 2～ 3 日 52 （14.8） 20 （13.2） 32 （16.1） 41 （10.2） 15 （8.3） 26 （11.7）
週 1 日 12 （3.4） 7 （4.6） 5 （2.5） 9 （2.2） 5 （2.8） 4 （1.8）
ほどんどない 18 （5.1） 9 （5.9） 9 （4.5） 9 （2.2） 3 （1.7） 6 （2.7）

食事をする時, よくかむか‡ よくかんでいる 48 （13.6） 24 （15.6） 24 （12.1） 0.766 73 （18.1） 31 （17.1） 42 （18.8） 0.944

まあまあかんでいる 213 （60.3） 89 （57.8） 124 （62.3） 286 （70.8） 132 （72.9） 154 （69.1）
あまりかんでいない 75 （21.2） 33 （21.4） 42 （21.1） 41 （10.1） 17 （9.4） 24 （10.8）
ほとんどかんでいない 17 （4.8） 8 （5.2） 9 （4.5） 4 （1.0） 1 （0.6） 3 （1.3）

家庭での食事の手伝い‡ いつもする 114 （32.3） 49 （31.8） 65 （32.7） 0.812 175 （43.2） 81 （44.5） 94 （42.2） 0.689

ときどきする 167 （47.3） 76 （49.4） 91 （45.7） 185 （45.7） 81 （44.5） 104 （46.6）
あまりしない 48 （13.6） 20 （13.0） 28 （14.1） 34 （8.4） 14 （7.7） 20 （9.0）
ほとんどしない 24 （6.8） 9 （5.8） 15 （7.5） 11 （2.7） 6 （3.3） 5 （2.2）

食事の挨拶‡ いつもする 291 （82.4） 129 （83.8） 162 （81.4） 0.573 369 （91.1） 166 （91.2） 203 （91.0） 0.931

ときどきする 53 （15.0） 21 （13.6） 32 （16.1） 30 （7.4） 14 （7.7） 16 （7.2）
あまりしない 7 （2.0） 4 （2.6） 3 （1.5） 4 （1.0） 2 （1.1） 2 （0.9）
ほとんどしない 2 （0.6） 0 （0.0） 2 （1.0） 2 （0.5） 0 （0.0） 2 （0.9）

項目ごとに欠損値を除いて集計
関心有群＝ 「関心がある」 と回答した者, それ以外群＝ 「どちらかといえば関心がある」 「どちらでもない」 「関心がない」 「食育の意味が分からない」 と回答した者である
†：χ2 検定
‡：Mann-Whitney の U 検定
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つ母親は 382 名で, そのうち食育に関心があると回答し

た者は 183 名（47.9％）, それ以外の項目を回答した者

は 199 名（52.1％）であった。

　小学生・中学生を合わせて女子を持つ母親は 829 名で

あった。小学生の女子を持つ母親は 405 名で, そのうち

食育に関心があると回答した者は 182 名（44.9％）, それ

以外の項目を回答した者は 223 名（55.1％）であった。

中学生の女子を持つ母親は 424 名で, そのうち食育に関

心があると回答した者は 192 名（45.3％）, それ以外の項

目を回答した者は 232 名（54.7％）であった。

表 2 - 2　母親の食育への関心と子どもの食態度・食行動との関連（中学生）

男子の母親 女子の母親

合計
関心高群
（n＝183）

関心低・無群
（n＝199）

群間差
（p 値）

合計
関心高群
（n＝192）

関心低・無群
（n＝232）

群間差
（p 値）

n （％） n （％） n （％） n （％） n （％） n （％）
【食態度】
家族との共食の楽しさ‡ いつも楽しい 190 （49.9） 98 （53.6） 92 （46.5） 0.121 235 （55.6） 110 （57.3） 125 （54.1） 0.565

ときどき楽しい 142 （37.3） 65 （35.5） 77 （38.9） 151 （35.7） 65 （33.9） 86 （37.2）
あまり楽しくない 29 （7.6） 14 （7.7） 15 （7.6） 29 （6.9） 14 （7.3） 15 （6.5）
まったく楽しくない 20 （5.2） 6 （3.3） 14 （7.1） 8 （1.9） 3 （1.6） 5 （2.2）

学校での食事の楽しさ‡ いつも楽しい 266 （69.6） 122 （66.7） 144 （72.4） 0.205 296 （69.6） 141 （73.4） 155 （66.8） 0.130

ときどき楽しい 101 （26.4） 52 （28.4） 49 （24.6） 111 （26.2） 45 （23.4） 66 （28.4）
あまり楽しくない 12 （3.1） 8 （4.4） 4 （2.0） 15 （3.5） 5 （2.6） 10 （4.3）
まったく楽しくない 3 （0.8） 1 （0.5） 2 （1.0） 2 （0.5） 1 （0.5） 1 （0.4）

栄養のことを考えて食事を
すること‡

とても大切 290 （75.9） 144 （78.7） 146 （73.4） 0.225 358 （84.4） 164 （85.4） 194 （83.6） 0.612

まあまあ大切 85 （22.3） 36 （19.7） 49 （24.6） 66 （15.6） 28 （14.6） 38 （16.4）
あまり大切でない 5 （1.3） 3 （1.6） 2 （1.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）
大切でない 2 （0.5） 2 （1.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

給食を残さず食べること‡ とても大切 327 （85.6） 161 （88.0） 166 （83.4） 0.208 358 （84.4） 167 （87.0） 191 （82.3） 0.211

まあまあ大切 53 （13.9） 21 （11.5） 32 （16.1） 62 （14.6） 22 （11.5） 40 （17.2）
あまり大切でない 1 （0.3） 1 （0.5） 0 （0.0） 3 （0.7） 2 （1.0） 1 （0.4）
大切でない 1 （0.3） 0 （0.0） 1 （0.5） 1 （0.2） 1 （0.5） 0 （0.0）

【食行動】
朝食の摂食頻度‡ 週 7 回（毎日） 340 （89.0） 166 （90.7） 174 （87.4） 0.316 373 （88.0） 167 （87.0） 206 （88.8） 0.592

週 5～ 6 回 16 （4.2） 6 （3.3） 10 （5.0） 37 （8.7） 19 （9.9） 18 （7.8）
週 3～ 4 回 16 （4.2） 7 （3.8） 9 （4.5） 9 （2.1） 4 （2.1） 5 （2.2）
週 1～ 2 回 6 （1.6） 2 （1.1） 4 （2.0） 4 （0.9） 2 （1.0） 2 （0.9）
週 0 回 4 （1.0） 2 （1.1） 2 （1.0） 1 （0.2） 0 （0.0） 1 （0.4）

朝食に主食・主菜・副菜を
食べる頻度†

毎日食べる 105 （27.5） 58 （31.7） 47 （23.6） 0.078 102 （24.1） 47 （24.5） 55 （23.7） 0.585

それ以外 277 （72.5） 125 （68.3） 152 （76.4） 322 （75.9） 145 （75.5） 177 （76.3）

朝食を家族と共食する頻度‡ ほぼ毎日 93 （24.5） 50 （27.3） 43 （21.9） 0.214 110 （26.0） 54 （28.1） 56 （24.2） 0.134

週 4～ 5 日 41 （10.8） 21 （11.5） 20 （10.2） 35 （8.3） 18 （9.4） 17 （7.4）
週 2～ 3 日 53 （14.0） 21 （11.5） 32 （16.3） 86 （20.3） 40 （20.8） 46 （19.9）
週 1 日 31 （8.2） 19 （10.4） 12 （6.1） 35 （8.3） 16 （8.3） 19 （8.2）
ほどんどない 161 （42.5） 72 （39.3） 89 （45.4） 157 （37.1） 64 （33.3） 93 （40.3）

夕食を家族と共食する頻度‡ ほぼ毎日 186 （48.8） 89 （48.9） 97 （48.7） 0.846 240 （56.7） 102 （53.1） 138 （59.7） 0.027

週 4～ 5 日 95 （24.9） 41 （22.5） 54 （27.1） 79 （18.7） 27 （14.1） 52 （22.5）
週 2～ 3 日 61 （16.0） 35 （19.2） 26 （13.1） 68 （16.1） 42 （21.9） 26 （11.3）
週 1 日 19 （5.0） 10 （5.5） 9 （4.5） 19 （4.5） 12 （6.3） 7 （3.0）
ほどんどない 20 （5.2） 7 （3.8） 13 （6.5） 17 （4.0） 9 （4.7） 8 （3.5）

食事をする時, よくかむか‡ よくかんでいる 51 （13.4） 24 （13.1） 27 （13.6） 0.600 85 （20.0） 39 （20.3） 46 （19.8） 0.994

まあまあかんでいる 234 （61.3） 115 （62.8） 119 （59.8） 274 （64.6） 123 （64.1） 151 （65.1）
あまりかんでいない 86 （22.5） 42 （23.0） 44 （22.1） 62 （14.6） 29 （15.1） 33 （14.2）
ほとんどかんでいない 11 （2.9） 2 （1.1） 9 （4.5） 3 （0.7） 1 （0.5） 2 （0.9）

家庭での食事の手伝い‡ いつもする 55 （14.4） 25 （13.7） 30 （15.1） 0.873 86 （20.3） 40 （20.8） 46 （19.8） 0.330

ときどきする 179 （46.9） 89 （48.6） 90 （45.2） 214 （50.5） 102 （53.1） 112 （48.3）
あまりしない 92 （24.1） 43 （23.5） 49 （24.6） 97 （22.9） 38 （19.8） 59 （25.4）
ほとんどしない 56 （14.7） 26 （14.2） 30 （15.1） 27 （6.4） 12 （6.3） 15 （6.5）

食事の挨拶‡ いつもする 317 （83.2） 155 （84.7） 162 （81.8） 0.385 367 （86.6） 165 （85.9） 202 （87.1） 0.783

ときどきする 53 （13.9） 26 （14.2） 27 （13.6） 41 （9.7） 21 （10.9） 20 （8.6）
あまりしない 6 （1.6） 0 （0.0） 6 （3.0） 10 （2.4） 4 （2.1） 6 （2.6）
ほとんどしない 5 （1.3） 2 （1.1） 3 （1.5） 6 （1.4） 2 （1.0） 4 （1.7）

項目ごとに欠損値を除いて集計
関心有群＝ 「関心がある」 と回答した者, それ以外群＝ 「どちらかといえば関心がある」 「どちらでもない」 「関心がない」 「食育の意味が分からない」 と回答した者である
†：χ2 検定
‡：Mann-Whitney の U 検定
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　食育に関心を持った理由として, 小学生, 中学生の母

親共に「子どもの心と体の健康のために必要だから」と

回答した者が 85％以上と最も高い割合であった。次い

で多かったのは「食の安全・安心が重要だから」と回答

した者が約 40％であった。次に多かったのは, 「食生活

の乱れが問題になっているから」「生活習慣病が問題に

なっているから」の順であった。

（2）母親の食育への関心と小学生・中学生の食態度・食

行動との関連

　母親の食育への関心と小学生・中学生の食態度・食行

動との関連について表 2 - 1, 表 2 - 2 に示した。小学生（男

子）の母親の食育への関心 2 群間で, その子どもの回答

に有意な差が認められた項目は, 食行動である「朝食に

主食・主菜・副菜を食べる頻度」（p＜0.001）であった。

関心高群の母親の子どもは関心低・無群の子どもより朝

食に主食・主菜・副菜のいずれも「毎日食べる」と回答

した者の割合が高かった（44.2％ vs. 24.6％）。

　小学生（女子）の母親の食育への関心 2 群間で, その

子どもの回答に有意な差が認められた項目は, 「家族と

の共食の楽しさ」（p＝0.045）, 「朝食の摂食頻度」（p＝

0.014）であった。食育への関心高群の母親の子どもは

低・無群の母親の子どもより, 家族との共食が楽しいと

感じている者の割合が高く, 朝食を食べる頻度が高かっ

た。

　中学生（女子）の母親で食育への関心 2 群間で, その

子どもの回答に有意な差が認められた項目は「夕食を家

族と共食する頻度」（p＝0.027）だった。関心高群の母

親の子どもは関心低・無群の母親の子どもより夕食を家

族で一緒に食べる頻度が低かった。

　中学生（男子）の母親の食育への関心 2 群間で, その

子どもの回答に有意な差が認められた項目はなかった。

 3 . 食育への取組み

（1）食育への取組みの実態と食育への取組みの内容

　母親の食育への取組みの実態と食育への取組みの内容

について表 3 に示した。小学生・中学生を合わせて男子

を持つ母親は 732 名であった。小学生の男子を持つ母親

は 352名で, そのうち食育への取組みをしていると回答

したものが 283 名（80.4％）, 取組んでいないと回答した

者が 69名（19.6％）であった。中学生の男子を持つ母親

は 380 名で, そのうち食育への取組みをしていると回答

した者は 302 名（79.5％）, 取組んでいないと回答した者

が78名（20.5％）であった。

　小学生・中学生を合わせて女子を持つ母親は 829 名で

あった。小学生の女子を持つ母親は 404 名で, そのうち

食育に取組んでいると回答した者は 331 名（81.9％）, 食

育に取組んでいないと回答した者は 73 名（18.1％）で

あった。中学生の女子を持つ母親は 425 名でそのうち食

育に取組んでいると回答した者は 326 名（76.7％）, 食育

に取組んでいないと回答した者は 99 名（23.3％）であっ

た。

　小学生, 中学生の母親共に「栄養バランスのとれた食

事」と回答した者が83％以上と最も高い割合であった。

次いで多かったのは「規則正しい食事のリズム」と回答

した者が約 60％であった。

（2）母親の食育への取組みと小学生・中学生の食態度・

食行動との関連

　母親の食育への取組みと小学生・中学生の食態度・食

行動との関連を表 4 - 1, 表 4 - 2 に示した。小学生（男子）

の母親の食育への取組み 2 群間で, その子どもの回答に

有意な差が認められた項目は, 「朝食に主食・主菜・副

菜を食べる頻度」（p＝0.002）であった。食育に取組ん

でいる母親の子どもは, 取組みをしていない母親の子ど

表 3　母親の食育への取組みの実態と食育への取組みの内容

男子の母親 女子の母親

小学生 中学生 小学生 中学生
n （％） n （％） n （％） n （％）

食育への取組み

取組んでいる 1）
283 （80.4） 302 （79.5） 331 （81.9） 326 （76.7）

取組んでいない 2）
69 （19.6） 78 （20.5） 73 （18.1） 99 （23.3）

食育への取組みの内容 3） （n＝283） （n＝302） （n＝331） （n＝326）

栄養バランスのとれた食事 239 （84.5） 258 （85.4） 277 （83.7） 288 （88.3）

調理の技術・知識を身に付ける 56 （19.8） 55 （18.2） 78 （23.6） 54 （16.6）

食べの残しや食品廃棄を減らす 97 （34.3） 92 （30.5） 124 （37.5） 79 （24.2）

規則正しい食事のリズム 191 （67.5） 173 （57.3） 204 （61.6） 192 （58.9）

地場産物の購入 88 （31.1） 87 （28.8） 107 （32.3） 90 （27.6）

家族や友人と楽しく食卓を囲む機会 160 （56.5） 161 （53.3） 196 （59.2） 183 （56.1）

地域性や季節感のある食事 109 （38.5） 108 （35.8） 150 （45.3） 131 （40.2）

食事の正しいマナーや作法を身に付ける 150 （53.0） 137 （45.4） 180 （54.4） 144 （44.2）

生産から消費までのプロセスの理解 11  （3.9） 14  （4.6） 15  （4.5） 18  （5.5）

食品の安全性の理解 64 （22.6） 68 （22.5） 58 （17.5） 56 （17.2）

その他 7  （2.5） 5  （1.7） 2  （0.6） 8  （2.5）

項目ごとに欠損値を除いて集計
 1）「積極的に取組んでいる」, 「取組んでいる」と回答した者である
 2）「あまりしていない」 「したいと思うが実際にはしていない」 「したいと思わないし, していない」 「わからない」 と回答
した者である

 3）食育に 「積極的に取組んでいる」 「取組んでいる」 と回答した者のみへの質問 （複数回答）
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もよりも朝食に主食・主菜・副菜を毎日食べる者の割合

が高かった（36.7％ vs. 17.4％）。

　小学生の（女子）母親の食育への取組み 2 群間で, そ

の子どもの回答に有意な差が認められた項目は, 「家族

との共食の楽しさ」 （p＝0.008）, 「朝食の摂取頻度」 （p＜

0.001）, 「朝食に主食・主菜・副菜を食べる頻度」（p＝

0.020）, 「朝食を家族と共食する頻度」（p＝0.002）, 「食

事をする時, よく噛むか」（p＝0.037）であった。食育

表 4 - 1　母親の食育への取組みと子どもの食態度・食行動との関連（小学生）

男子の母親 女子の母親

合計
取組み有群
（n＝283）

取組み無群
（n＝69）

群間差
（p 値）

合計
取組み有群
（n＝331）

取組み無群
（n＝73）

群間差
（p 値）

n （％） n （％） n （％） n （％） n （％） n （％）
【食態度】
家族との共食の楽しさ‡ いつも楽しい 225 （64.3） 184 （65.5） 41 （59.4） 0.335 290 （72.1） 247 （74.8） 43 （59.7） 0.008

ときどき楽しい 101 （28.9） 79 （28.1） 22 （31.9） 88 （21.9） 66 （20.0） 22 （30.6）
あまり楽しくない 15 （4.3） 10 （3.6） 5 （7.2） 21 （5.2） 15 （4.5） 6 （8.3）
まったく楽しくない 9 （2.6） 8 （2.8） 1 （1.4） 3 （0.7） 2 （0.6） 1 （1.4）

学校での食事の楽しさ‡ いつも楽しい 262 （74.9） 214 （75.9） 48 （70.6） 0.310 309 （76.5） 258 （77.9） 51 （69.9） 0.159

ときどき楽しい 77 （22.0） 61 （21.6） 16 （23.5） 83 （20.5） 63 （19.0） 20 （27.4）
あまり楽しくない 8 （2.3） 5 （1.8） 3 （4.4） 10 （2.5） 8 （2.4） 2 （2.7）
まったく楽しくない 3 （0.9） 2 （0.7） 1 （1.5） 2 （0.5） 2 （0.6） 0 （0.0）

栄養のことを考えて食事を
すること‡

とても大切 296 （84.3） 240 （85.1） 56 （81.2） 0.402 374 （92.8） 307 （93.0） 67 （91.8） 0.709

まあまあ大切 53 （15.1） 41 （14.5） 12 （17.4） 29 （7.2） 23 （7.0） 6 （8.2）
あまり大切でない 2 （0.6） 1 （0.4） 1 （1.4） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）
大切でない 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

給食を残さず食べること‡ とても大切 313 （88.9） 251 （88.7） 62 （89.9） 0.799 370 （91.6） 307 （92.7） 63 （86.3） 0.069

まあまあ大切 36 （10.2） 30 （10.6） 6 （8.7） 33 （8.2） 24 （7.3） 9 （12.3）
あまり大切でない 2 （0.6） 1 （0.4） 1 （1.4） 1 （0.2） 0 （0.0） 1 （1.4）
大切でない 1 （0.3） 1 （0.4） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

【食行動】
朝食の摂食頻度‡ 週 7 回（毎日） 327 （93.2） 265 （93.6） 62 （91.2） 0.468 369 （91.3） 311 （94.0） 58 （79.5） ＜0.001

週 5～ 6 回 12 （3.4） 9 （3.2） 3 （4.4） 25 （6.2） 11 （3.3） 14 （19.2）
週 3～ 4 回 5 （1.4） 4 （1.4） 1 （1.5） 6 （1.5） 5 （1.5） 1 （1.4）
週 1～ 2 回 7 （2.0） 5 （1.8） 2 （2.9） 4 （1.0） 4 （1.2） 0 （0.0）
週 0 回

朝食に主食・主菜・副菜を
食べる頻度†

毎日食べる 116 （33.0） 104 （36.7） 12 （17.4） 0.002 98 （24.3） 88 （26.6） 10 （13.7） 0.020

それ以外 236 （67.0） 179 （63.3） 57 （82.6） 306 （75.7） 243 （73.4） 63 （86.3）

朝食を家族と共食する頻度‡ ほぼ毎日 147 （42.2） 127 （45.4） 20 （29.4） 0.072 168 （42.4） 148 （45.8） 20 （27.4） 0.002

週 4～ 5 日 34 （9.8） 25 （8.9） 9 （13.2） 50 （12.6） 40 （12.4） 10 （13.7）
週 2～ 3 日 57 （16.4） 43 （15.4） 14 （20.6） 52 （13.1） 40 （12.4） 12 （16.4）
週 1 日 23 （6.6） 16 （5.7） 7 （10.3） 37 （9.3） 32 （9.9） 5 （6.8）
ほどんどない 87 （25.0） 69 （24.6） 18 （26.5） 89 （22.5） 63 （19.5） 26 （35.6）

夕食を家族と共食する頻度‡ ほぼ毎日 223 （63.7） 184 （65.5） 39 （56.5） 0.202 280 （69.7） 235 （71.2） 45 （62.5） 0.343

週 4～ 5 日 46 （13.1） 35 （12.5） 11 （15.9） 63 （15.7） 43 （13.0） 20 （27.8）
週 2～ 3 日 51 （14.6） 38 （13.5） 13 （18.8） 41 （10.2） 37 （11.2） 4 （5.6）
週 1 日 12 （3.4） 10 （3.6） 2 （2.9） 9 （2.2） 7 （2.1） 2 （2.8）
ほどんどない 18 （5.1） 14 （5.0） 4 （5.8） 9 （2.2） 8 （2.4） 1 （1.4）

食事をする時, よくかむか‡ よくかんでいる 48 （13.6） 41 （14.5） 7 （10.1） 0.988 72 （17.9） 63 （19.1） 9 （12.3） 0.037

まあまあかんでいる 213 （60.5） 167 （59.0） 46 （66.7） 286 （71.0） 235 （71.2） 51 （69.9）
あまりかんでいない 74 （21.0） 60 （21.2） 14 （20.3） 41 （10.2） 28 （8.5） 13 （17.8）
ほとんどかんでいない 17 （4.8） 15 （5.3） 2 （2.9） 4 （1.0） 4 （1.2） 0 （0.0）

家庭での食事の手伝い‡ いつもする 114 （32.4） 90 （31.8） 24 （34.8） 0.742 174 （43.1） 139 （42.0） 35 （47.9） 0.426

ときどきする 166 （47.2） 139 （49.1） 27 （39.1） 185 （45.8） 155 （46.8） 30 （41.1）
あまりしない 48 （13.6） 36 （12.7） 12 （17.4） 34 （8.4） 28 （8.5） 6 （8.2）
ほとんどしない 24 （6.8） 18 （6.4） 6 （8.7） 11 （2.7） 9 （2.7） 2 （2.7）

食事の挨拶‡ いつもする 290 （82.4） 238 （84.1） 52 （75.4） 0.062 368 （91.1） 303 （91.5） 65 （89.0） 0.452

ときどきする 53 （15.1） 41 （14.5） 12 （17.4） 30 （7.4） 25 （7.6） 5 （6.8）
あまりしない 7 （2.0） 4 （1.4） 3 （4.3） 4 （1.0） 3 （0.9） 1 （1.4）
ほとんどしない 2 （0.6） 0 （0.0） 2 （2.9） 2 （0.5） 0 （0.0） 2 （2.7）

項目ごとに欠損値を除いて集計
「取組み有群」 ＝ 「積極的に取組んでいる」, 「取組んでいる」 と回答した者, 「取組み無群」 ＝ 「あまりしていない」 「したいと思うが実際にはしていない」 「したいと思わな
いし, していない」 「わからない」 と回答した者である。
†：χ2 検定
‡：Mann-Whitney の U 検定
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への取組みをしている母親の子どもは, 取組みをしてい

ない母親の子どもより, 家族との共食が楽しいと感じて

いる者の割合が高く, 朝食を食べる頻度が高く, 朝食を

家族と一緒に食べる頻度が高く, 食事をする時によく噛

んで食べる割合が高かった。

　中学生（男子）の母親で食育への取組み 2 群間でその

子どもの回答に有意な差が認められた項目は「給食を残

さず食べること」（p＝0.043）, 「朝食に主食・主菜・副

表 4 - 2　母親の食育への取組みと子どもの食態度・食行動との関連（中学生）

男子の母親 女子の母親

合計
取組み有群
（n＝302）

取組み無群
（n＝78）

群間差
（p 値）

合計
取組み有群
（n＝326）

取組み無群
（n＝99）

群間差
（p 値）

n （％） n （％） n （％） n （％） n （％） n （％）
【食態度】
家族との共食の楽しさ‡ いつも楽しい 189 （49.9） 157 （52.2） 32 （41.0） 0.085 237 （55.9） 186 （57.1） 51 （52.0） 0.320

ときどき楽しい 141 （37.2） 107 （35.5） 34 （43.6） 150 （35.4） 114 （35.0） 36 （36.7）
あまり楽しくない 29 （7.7） 23 （7.6） 6 （7.7） 29 （6.8） 19 （5.8） 10 （10.2）
まったく楽しくない 20 （5.3） 14 （4.7） 6 （7.7） 8 （1.9） 7 （2.1） 1 （1.0）

学校での食事の楽しさ‡ いつも楽しい 264 （69.5） 209 （69.2） 55 （70.5） 0.830 297 （69.9） 232 （71.2） 65 （65.7） 0.191

ときどき楽しい 101 （26.6） 81 （26.8） 20 （25.6） 111 （26.1） 85 （26.1） 26 （26.3）
あまり楽しくない 12 （33.2） 10 （3.3） 2 （2.6） 15 （3.5） 9 （2.8） 6 （6.1）
まったく楽しくない 3 （0.8） 2 （0.7） 2 （1.3） 2 （0.5） 0 （0.0） 2 （2.0）

栄養のことを考えて食事を
すること‡

とても大切 288 （75.8） 232 （76.8） 56 （71.8） 0.384 358 （84.2） 274 （84.0） 84 （84.8） 0.849

まあまあ大切 85 （22.4） 64 （21.2） 21 （26.9） 67 （15.8） 52 （16.0） 15 （15.2）
あまり大切でない 5 （1.3） 4 （1.3） 1 （1.3） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）
大切でない 2 （0.5） 2 （0.7） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

給食を残さず食べること‡ とても大切 325 （85.5） 264 （87.4） 61 （78.2） 0.043 358 （84.2） 276 （84.7） 82 （82.8） 0.663

まあまあ大切 53 （13.9） 36 （11.9） 17 （21.8） 63 （14.8） 47 （14.4） 16 （16.2）
あまり大切でない 1 （0.3） 1 （0.3） 0 （0.0） 3 （0.7） 2 （0.6） 1 （1.0）
大切でない 1 （0.3） 1 （0.3） 0 （0.0） 1 （0.2） 1 （0.3） 0 （0.0）

【食行動】
朝食の摂食頻度‡ 週 7 回（毎日） 338 （88.9） 271 （89.7） 67 （85.9） 0.302 375 （88.2） 290 （89.0） 85 （85.9） 0.389

週 5～ 6 回 16 （4.2） 12 （4.0） 4 （5.1） 37 （8.7） 27 （8.3） 10 （10.1）
週 3～ 4 回 16 （4.2） 14 （4.6） 2 （2.6） 9 （2.1） 7 （2.1） 2 （2.0）
週 1～ 2 回 6 （1.6） 3 （1.0） 3 （3.8） 3 （0.7） 2 （0.6） 1 （1.0）
週 0 回 4 （1.1） 2 （0.7） 2 （2.6） 1 （0.2） 0 （0.0） 1 （1.0）

朝食に主食・主菜・副菜を
食べる頻度†

毎日食べる 105 （27.6） 93 （30.8） 12 （15.4） 0.007 102 （24.0） 86 （26.4） 16 （16.2） 0.037

それ以外 275 （72.4） 66 （84.6） 209 （69.2） 323 （76.0） 240 （73.4） 83 （83.8）

朝食を家族と共食する頻度‡ ほぼ毎日 93 （24.7） 76 （25.4） 17 （21.8） 0.036 110 （25.9） 88 （27.1） 22 （22.2） 0.028

週 4～ 5 日 41 （10.9） 35 （11.7） 6 （7.7） 36 （8.5） 29 （8.9） 7 （7.1）
週 2～ 3 日 53 （14.1） 45 （15.1） 8 （10.3） 86 （20.3） 69 （21.2） 17 （17.2）
週 1 日 29 （7.7） 26 （8.7） 3 （3.8） 35 （8.3） 31 （9.5） 4 （4.0）
ほどんどない 161 （42.7） 117 （39.1） 44 （56.4） 157 （37.0） 108 （33.2） 49 （49.5）

夕食を家族と共食する頻度‡ ほぼ毎日 187 （49.3） 149 （49.5） 38 （48.7） 0.792 241 （56.8） 187 （57.4） 54 （55.1） 0.741

週 4～ 5 日 95 （25.1） 77 （25.6） 18 （23.1） 79 （18.6） 59 （18.1） 20 （20.4）
週 2～ 3 日 59 （15.6） 44 （14.6） 15 （19.2） 69 （16.3） 54 （16.6） 15 （15.3）
週 1 日 18 （4.7） 16 （5.3） 2 （2.6） 19 （4.5） 14 （4.3） 5 （5.1）
ほどんどない 20 （5.3） 15 （5.0） 5 （6.4） 16 （3.8） 12 （3.7） 4 （4.1）

食事をする時, よくかむか‡ よくかんでいる 51 （13.4） 39 （12.9） 12 （15.4） 0.533 85 （20.0） 68 （20.9） 17 （17.2） 0.175

まあまあかんでいる 232 （61.1） 190 （62.9） 42 （53.8） 275 （64.7） 212 （65.0） 63 （63.6）
あまりかんでいない 86 （22.6） 65 （21.5） 21 （26.9） 62 （14.6） 46 （14.1） 16 （16.2）
ほとんどかんでいない 11 （2.9） 8 （2.6） 3 （3.8） 3 （0.7） 0 （0.0） 3 （3.0）

家庭での食事の手伝い‡ いつもする 54 （14.2） 44 （14.6） 10 （12.8） 0.148 86 （20.2） 68 （20.9） 18 （18.2） 0.123

ときどきする 177 （46.6） 145 （48.0） 32 （41.0） 215 （50.6） 170 （52.1） 45 （45.5）
あまりしない 92 （24.2） 72 （23.8） 20 （25.6） 97 （22.8） 69 （21.2） 28 （28.3）
ほとんどしない 57 （15.0） 41 （13.6） 16 （20.5） 27 （6.4） 19 （5.8） 8 （8.1）

食事の挨拶‡ いつもする 315 （83.1） 255 （84.7） 60 （76.9） 0.081 369 （86.8） 289 （88.7） 80 （80.8） 0.037

ときどきする 54 （14.2） 41 （13.6） 13 （16.7） 41 （9.6） 29 （8.9） 12 （12.1）
あまりしない 6 （1.6） 2 （0.7） 4 （5.1） 9 （2.1） 4 （1.2） 5 （5.1）
ほとんどしない 4 （1.1） 3 （1.0） 1 （1.3） 6 （1.4） 4 （1.2） 2 （2.0）

項目ごとに欠損値を除いて集計
「取組み有群」 ＝ 「積極的に取組んでいる」, 「取組んでいる」 と回答した者, 「取組み無群」 ＝ 「あまりしていない」 「したいと思うが実際にはしていない」 「したいと思わな
いし, していない」 「わからない」 と回答した者である。
†：χ2 検定
‡：Mann-Whitney の U 検定
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菜を食べる頻度」（p＝0.007）, 「朝食を家族と共食する

頻度」（p＝0.036）であった。食育への取組みをしてい

る母親の子どもは食育への取組みをしていない母親の子

どもより, 給食を残さず食べることは「とても大切」と

考えている者の割合が高く, 「朝食に主食・主菜・副菜

を毎日食べる」者の割合が高く（30.8％ vs15.4％）, 「朝

食を家族と共食する頻度」が高かった。

　中学生（女子）の母親で食育への取組み 2 群間でそ

の子どもの回答に有意な差が認められた項目は「朝食

に主食・主菜・副菜を食べる頻度」（p＝0.037）, 「朝食

を家族と共食する頻度」（p＝0.028）, 「食事の挨拶」（p

＝0.037）であった。食育への取組みをしている母親の

子どもは, 食育への取組みをしていない母親の子どもよ

りも, 「朝食に主食・主菜・副菜を毎日食べる」者の割

合が高かった（26.4％ vs. 16.2％）。また食育への取組み

をしている母親の子どもは, 食育への取組みをしていな

い母親の子どもより, 「朝食を家族と一緒に食べる頻度」

が高く, 「食事の挨拶」をする頻度が高かった。

考　　察

　本研究では, 坂戸市内の小学 5・6 年生及び中学生と

その母親に注目し, 母親の食育への関心および食育の取

組みと子どもの食態度・食行動との関連を検討した。

　母親が食育に関心がある場合, 小学生の男子では朝食

に主食・主菜・副菜を毎日食べる割合が高いこと, 小学

生の女子では朝食を毎日食べる割合が高いことが分か

り, 朝食を食べる行動との関連が示唆された。男子の結

果は, 保護者の栄養バランスへの関心が小中学生の好ま

しい食品選択と関連している15） という先行研究とも同

様の結果であった。朝食を食べて生活リズムを整えた

り, 栄養バランスのとれた食事を食べて健全な成長を促

す必要な時期に, 母親が食育に対して関心をもつことが

重要であることが示唆されたと考えられる。

　中学生の男子では, 母親の食育への関心と子どもの食

態度や食行動に関連が認められなかった。また女子に

ついては, 食育に関心がある母親の子どもの方が, 夕食

を家族一緒に食べる頻度が有意に高いという仮説とは

逆の結果が得られた。先行研究において, 栄養のバラン

ス, 食事を規則的にする, 楽しく食事をすることについ

て, 学年が進行すると共に保護者の関心が低くなるとい

う結果 17） も見られ, 母親の食育への関心は, 必ずしも中

学生の食行動・食態度に関連しないことが示唆された。

　母親が食育に積極的にあるいはできるだけ取組んでい

る場合, 小学生・中学生に共通して, 朝食に主食, 主菜, 

副菜を毎日食べる者の割合が高いという結果が得られ

た。このことは, 食育の取組み内容として, 「栄養バラン

スのとれた食事」を挙げた母親が 80％以上いたという

結果とも一貫している。食育の具体的な方法については

今回の調査では明らかにすることができなかったが, 何

らかの方法で栄養バランスのとれた食事を母親が教えた

り家庭の食事で提供したことが, 朝食に主食, 主菜, 副

菜を毎日食べるという望ましい食行動につながったと考

えられる。ただし, 今回は横断研究であるため, もとも

とバランスの良い朝食を家庭で提供しているような母

親が, 食育の取組みにも積極的だったという可能性もあ

り, 両者の関係については今後さらなる検討が必要であ

る。

　また小学生・中学生共に, 男子よりも女子において, 

母親の食育への取組みと関連する食行動の項目が多

かった。例えば, 母親が食育への取組みをしている女子

は, 朝食に主食・主菜・副菜のすべてを毎日食べる者が

多く, 朝食を家族で一緒に食べる頻度が高かった。これ

は, 中学生の女子が男子に比べ, 父親及び母親の養育態

度の中でも, 情緒的支持や受容的な態度を強く認識しや

すい傾向で, 同性の親と親密な関係が持ち易いこと18） が

影響していると考えられる。

　本研究の結果から, 母親の食育への関心の有無より

も, 食育への取組みの有無の方が子どもの食態度・食行

動と関連する項目が多く認められた。このことから, 母

親が食育に関心を持つことだけでなく, 実際に食育への

取組みをすることが, 子どもの食態度や食行動を望まし

い方向につなげる可能性があることが示唆された。従っ

て, 母親に対して, 「家庭等で実践できる食育」につい

ての支援を進める必要がある。このことは「親の子に対

する思いや認識レベルは実践活動を経由して間接的に規

定されている」との報告があること19） から, 実践活動を

通じた食教育の取組みが必要であると考えられる。その

際には, 保護者の就業状況をふまえた検討が必要 20） であ

ることを忘れてはならない。先行研究では, 小学生・中

学生の母親を対象とした食育を実施する場合は, 母親の

食生活の行動変容の準備性を考慮したアプローチが必

要である11） ことを指摘している。この先行研究 11） では, 

Prochaska によるステージ理論に基づき, 母親の行動変

容の準備性を, 既に食生活に対して何かを実行している

かどうかで分けており, 実行している母親の子どもの方

が実行していない母親の子どもに比べて, 朝食で野菜・

果物を食べた者が多い等の結果が得られた。このように

母親に対して食育に関する働きかけをする場合には, 母

親の食行動の準備性を把握した上で, 準備性に応じたア

プローチを行うことが重要であろう。さらに, 母親の食

育への関心は子どもの学年が上がるほど低下する17） 可

能性も考える必要があるので, より関心の高い学年のう

ちに食育への積極的な取組みを進めるための具体的な方

法の検討が必要である。

　本研究の限界は, 3 点考えられる。1 点目は, 全数調査

ではあるものの, 対象地域が 1 つの市に限られているた

め, 本研究の結果を一般化することは難しい点である。

今後は, 他の地域でも同様の傾向がみられるか, 検討す

る必要がある。2 点目は, 横断調査のため因果関係は明

らかにできない点である。今後は, 縦断的な調査が必要

である。3 点目は, 今回子どもの食態度・食行動として

用いた調査項目は, 子どもの食態度・食行動を網羅的に
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とらえているわけではなく, 限られた項目での検討に留

まっている点である。今後は, 他の食態度・食行動につ

いても, 同様の検討を進める必要がある。

　以上のような限界はあるものの, 本研究の結果よ

り, 母親が食育に取組むことと, 特に女子の朝食に関わ

る望ましい食行動が関連することが示唆された。今後

は, 未だ食育の実践ができていない母親に対して, 母

親自身が食育に取組むための具体的な支援をすること

で, 小・中学生の食行動が改善されるかについての検討

も必要である。
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